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65
歳
以
上
の
か
た
の

 

介
護
保
険
料

◆
納
入
通
知
書
の
送
付

 
介
護
保
険
第
１
号
被
保

険
者
の
か
た
へ
７
月
末
ま

で
に
納
入
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
。
届
か
な
い
場
合
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
料
の
徴
収
猶
予
や
減

免
　

災
害
に
よ
り
損
害
を
受
け

た
場
合
や
主
な
生
計
維
持
者

の
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た

場
合
な
ど
、
納
付
が
困
難
な

か
た
は
保
険
料
の
徴
収
猶
予

や
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先　

高
齢
介

護
課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・

７
０
４
２

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
配
布

　

援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し

て
い
る
か
た(

義
足
や
人
工
関

節
を
使
用
、
内
部
障
害
や
難
病

の
か
た
、
妊
娠
初
期
の
か
た
な

ど)

が
、
周
囲
へ
配
慮
を
必
要

と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る

「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
を
配
布
し

て
い
ま
す
。

　

ヘ

ル

プ

マ
ー
ク
を
見

か
け
た
ら
、

電
車
内
で
席

を
ゆ
ず
る
、
困
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
れ
ば
声
を
か
け
る
な
ど
、

思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を
お
願

い
し
ま
す
。

配
布
場
所
・
問
合
せ
先　

障
害

福
祉
課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・

７
０
１
２　

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

な
ど
利
用
者
負
担
額
が

　

あ
る
か
た
へ

　

同
一
世
帯
で
同
じ
月
に
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
世

帯
の
利
用
者
負
担
額
の
合
計
が

一
定
の
基
準
額(

市
民
税
課
税

世
帯
は
、
３
万
７
２
０
０
円
。

た
だ
し
、
障
害
児
の
い
る
世
帯

は
別
基
準
あ
り)

を
超
え
た
場

合
は
、
申
請
す
る
と
超
過
分
の

金
額
が
高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
給
付
費
な
ど
と
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先　

障
害
福
祉

課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
０

１
２

　

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
者

　

養
成
研
修
受
講
者
募
集

　

視
覚
と
聴
覚
に
重
複
し
て
重

度
の
障
害
の
あ
る
盲
ろ
う
者
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
移
動

の
支
援
を
行
う
た
め
、
専
門
的

な
知
識
と
技
能
を
有
す
る
通

訳
・
介
助
者
を
養
成
し
ま
す
。

受
講
期
間(

18
回)

　

９
月
14
日

(

火)

～
来
年
２
月
24
日(

木)

受
講
料　

無
料(

テ
キ
ス
ト
代

別
途
必
要)

定
員　

60
人(

昨
年
度
中
止
に

な
っ
た
参
加
者
を
優
先)

募
集
期
間　

７
月
15
日(

木)

～

８
月
13
日(

金)

必
着

申
込　

郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で

申
込
・
問
合
せ
先 

〒
５
３
７

‐
０
０
２
５　

大
阪
市
東
成
区

中
道
１
‐
３
‐
59　

府
立
福
祉

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
☎
06
・
６
７
４
８
・
０

５
８
７
、
FAX 

06
・
６
７
４
８
・

０
５
８
９
、
Ｅ
メ
ー
ル haken

@daisyokyo.or.jp

　

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験

　

作
文
・
障
が
い
者
週
間
の

　

ポ
ス
タ
ー
募
集

　

障
害
の
あ
る
か
た
と
な
い
か

た
と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
の
体
験

を
つ
づ
っ
た
作
文
や
、
障
害
者

へ
の
理
解
を
促
進
す
る
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

作
文　

小
・
中
学
生
は
４
０
０

字
詰
め
原
稿
用
紙(

縦
書
き)

２

～
４
枚
、
高
校
生
以
上
は
４
～

６
枚

ポ
ス
タ
ー　

対
象
は
小
・
中
学

生
の
み
。
Ｂ
３
ま
た
は
四
つ
切

サ
イ
ズ
画
用
紙
で
作
品
は
縦
長

申
込　

郵
送
・
持
参
で(

作
文

は
点
字
や
Ｅ
メ
ー
ル
応
募
可
。

持
参
は
平
日
の
み
受
付)

締
切　

９
月
３
日(

金)

必
着

応
募
・
問
合
せ
先 

〒
５
４
０

‐
０
０
０
８　

大
阪
市
中
央
区

大
手
前
３
‐
２
‐
12　

大
阪
府

障
が
い
福
祉
企
画
課
☎
06
・
６

９
４
１
・
０
３
５
１
、
FAX 

06
・

６
９
４
２
・
７
２
１
５

視
覚
障
害
者
の
た
め
の
教

養
講
座
「
ホ
ッ
と
ワ
ー
ク
」

日
時　

７
月
27
日(

火)

午
前
10

時
～
正
午(

要
申
込)

内
容　

三
線
の
音
色
で
沖
縄
気

分
を
楽
し
も
う

講
師　

沖
縄
三
線
遊
び
場

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

中
央
公
民
館
☎
０
７
２
・
４
３

３
・
７
２
２
２

●新しい被保険者証
　８月から「後期高齢者医療被保険者証」が変わります。
　被保険者証をお持ちのかたには、７月下旬までに新しい被保険者証
(桃色)を送付します。有効期限は来年７月31日までの１年間で、新し
い被保険者証は届いた日から使用できます。新しく被保険者になった
かたには被保険者証を随時送付します。
●今年度の保険料と保険料率
　被保険者のかたへ７月中に「保険料額決定通知書及び納入通知書」
を送付します。５月以降に被保険者になったかたは、加入月分から月
割で保険料を納めてください。
　保険料の年額は、均等割額と所得割額の合計(限度額64万円)になり
ます。今年度の保険料は、均等割額が被保険者一人あたり５万4,111
円、所得割額の保険料率は10.52％です。
●均等割額の軽減(下表参照)

所得の判定区分
均等割額の
軽減割合

軽減後の
均等割額
(年額)

16,233円

27,055円

43,288円

７割

５割

２割

世帯(同一世帯内の被保険者と世帯主)の
総所得金額などが43万円＋10万円×(給
与所得者などの数－１)以下の場合

世帯の総所得金額などが43万円+28万
5,000円×被保険者数＋10万円×(給与
所得者などの数－１)以下の場合

世帯の総所得金額などが43万円+52万円
×被保険者数＋10万円×(給与所得者な
どの数－１)以下の場合

後期高齢者医療制度
問合せ先　高齢介護課　Ｅメールkoreikaigo@city.kaizuka.lg.jp
被保険者証・保険料☎072－433－7042、減額証・限度証☎072－433－7040

医療機関での窓口負担を軽減します

　現在交付している減額証・限度証の有効期間は７月31日までです。
引続き該当するかたには、７月下旬に新しい各認定証を送付します。
新たに交付を希望されるかたは、申請してください。
●後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証(減額証)
　医療機関で提示すると、医療費や入院時の食事代の負担が軽減され
ます。
対象　自己負担割合が１割で住民税非課税世帯の被保険者
●後期高齢者医療限度額適用認定証(限度証)
　医療機関で提示すると、医療費の負担が軽減されます。
対象　自己負担割合が３割で住民税課税所得が690万円未満の世帯の
被保険者
◎いずれも　被保険者証を持参してください。

※給与所得者など：以下のいずれかの条件を満たすかたです。

①給与などの収入金額が55万円を超える②65歳未満かつ公的年金等収入金額

が60万円を超える③65歳以上かつ公的年金等収入金額が125万円を超える

●保険料の徴収猶予や減免
　災害により損害を受けた場合や被保険者や世帯主の収入が著しく減
少した場合など、納付が困難なかたは保険料の徴収猶予や減免を受け
られる場合があります。

　国際試合でも使用されている床と卓球台を利用し、卓球教室を行い
ます。年度内に１クールのみ参加可能です。

場所　卓球場＆ショップJOY(鳥羽165-1)対象　市内在住の60歳以上
のかた定員　各クール12人(初めてのかた優先。多数の場合は抽選)
参加費　無料申込　希望クール・住所・氏名・年齢・電話番号・靴
のサイズ(卓球用シューズをお持ちでないかた)を電話・ファックスで
申込・問合せ先　高齢介護課☎072－433－7010、FAX072－430－4775

募集 健康卓球で介護予防

クール コース 日　程(全５回)

日程(全２回) 時　間

申込期間

申込期間

８月17日～９月14日の火曜
午前10時30分～午後０時30分

８月18日～９月15日の水曜
午後１時～３時

９月21日～10月19日の火曜
午前10時30分～午後０時30分

９月22日～10月20日の水曜
午後１時～３時

初心者
向け

経験者
向け

７月19日(月)
　～30日(金)

７月12日(月)
　～８月６日(金)

第５

第６

第７

第８

　民間の屋内温水プールを利用した運動教室です。
　水の浮力で足腰への負担を軽減し、水の抵抗を使って全身運動がで
きるので、これから運動を始めたいかたにオススメです。

場所　朝日スポーツクラブ貝塚スイミング(小瀬168-１)対象　市内
在住の60歳以上のかた定員　各25人(多数の場合は抽選。なお、定員
が10人に満たない場合は中止)内容　ストレッチ・水中運動・浮き具
を使ったウォーキング・アクアビクスなど参加費　無料申込　住
所・氏名・年齢・電話番号・希望時間を、電話・ファックスで
申込・問合せ先　高齢介護課☎072－433－7010、FAX072－430－4775

募集
～泳げなくても大丈夫！～
水中運動教室で介護予防

①午前９時30分～11時

②正午～午後１時30分

８月24日(火)
　　27日(金)


